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ではないですけど地域の皆様にご祝儀をいただいて運営をしているんですが、
楽しい盆踊りだ、
い お祭りだということになれば、
ファンも増
えてくれるんじゃないか 思ってます。
だんじ
り祭りではお弁当や子供さんのお菓子を配ったりもして ますので、
喜んでくれる大人の方や
子供さんもおら と思いますし、
そういう事
を通じてでも
皆との関わりが増えればいいかな
と思っています。ーそういうコミュニケーションや
関わりが持てるという意味で村という乙とでしょうか？
そういうことです
ね、
昔は人口が少な
かったのでどこのだれ ということも今よりもっと把握できたかと思います。
野
寄村で困るのが
お
店が少ないということなんですね。
岡本
は駅の方に行ったら店がたくさんありますけれども、
西岡本
船引きん 11月24日撮影
の方は酒屋さんとタバコ屋さん二軒くらいですかね。
ご飯を食べに行こう飲みに行こうといっても
お店が近くにないんですね。
そのような意味では
不便といえば不便ですけど、
そのかわり車も少な
いですし、
ゆったりして
るのがいいところですか
ね。ー最後に、
この野寄地域がどのように
なってほしいかという船引さんの思いを教えてくださ 。祭りなどの伝統はこのまま若 人に引き継いで
いってもらって、
さっき言ったような「村」の状
態を今後 続け いってほしいですね。
それがこ
の野寄での行政の言う「安心安全なまちづ り」の一つかなと思ってます。ーそういう地域やコミュニケーションを
繋いでいって、
今の状態をしっかり残す
という乙とですか？そうですね。
取材日
二O二ハ年
＝月二四日
編集村上雄
野寄との思い出と関わり
野寄地域での子どもの頃の思い出について教えてください
子どもの頃は野寄の公園に行ったり、
友達の
家で遊んだり、
また公園だけではなく、 当時は
車の通りが少なかったの 、
家の前の道で男の
子とは三角ベースボール在したりとか、
家の中
でままごとをしていました。
この上の山は登る
ことができたので、
そこから山登りもしていま
した。
この地域は畑や田んぼ、
空地があり、
道
で遊んでいて車が来ても、
ちょっとよけるだけ
でよかったので、
自分の家の前や路地に入った
りと遊び場は多かったです。
小学校の頃は、
私たちは「ていきゅう」って
呼んでいる遊びをしました。
自分の陣地の地面
にワンパンさせて相手 陣地に入れると うルールで、
大きなドッジボールを使用したボ
l
ル
遊びが小学校の頃によく流行っ いました。
他
の地域では び方、か違っていたようです。
最大
四人ぐらいで四角を書いて各陣地に順位を一番から四番まで決めて、
勝っていったら順位、か上
がっていく。
勝てば上がっていって、
負ければ
藤本圭子さん（五O歳代）
下がっていく。
最後は見物人になって、
次に負け
た人と見物人が交代する遊びを五年、
六年の頃よ
くやっていました。
位を元、
大、
中、
小って決め
ている地域もあり、
学校でこの遊びをよくしてい
ました。
私が子どもの頃は住吉川で遊べませんでした。
ちょうど小学校の頃埋め立てをしていたので、
住
吉川には入ってはいけないと う時期でした。
多
くのダンプカーが通って（注一現在の遊歩道は当時ダンプ道だった）
、
山の士を海辺のほうに運
ん
でいました（注一六甲アイランドの埋め立て）。なので、
住吉川で遊んだ思い出は全くなく、
私の
子供を川で遊ばせることができ 時に、
自然の中
でめだかを捕ったりしている姿を見てすごくうれしかったです。
私が子供の時は川が身近に感じな
かったので、
子供が川で遊んでいることは感動し
ました。
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ー阪神淡路大震災時の状況や、
地域での活動について教えてください阪神淡路大震災の時に家が全壊してしまい、
娘を亡くしました（注一本山第一一小学校では四人の児童が亡くなった）。
その時は、
娘、か助か
るように病院を求めて必死に車を走らせましたが、
叶いませんでした。
そのあと辛い気持ちを
紛らわせようと、
私は本山第二小学校でボラン
ティアをさせていただきました。
学校側との窓
口や避難してきた方のフォローをしました。
そ
れが夏ごろまで続きました。
六月頃までは毎日
ー地域住民とのかかわりにつ て
教えてください私は、
学校開放の委員として本山第二小学校
と関わらせてもらっているので、
司、円〉の方や役
員の方とはコミュニケーションをとれてい と思います。
本山第一一小学校をお借りして、
青少
年育成協議会の人たちが子どもたちにむけてファミリー運動会を聞いた時には、
私は子育てコ
ミュニティという団体として青少協のお手伝いをしました。
豚汁の炊き出しをして皆さんに食
べてもらっています。
また、
一一月には学校開放
とし 餅っき大会をしています。
そのような活
動を通し 、
子どもたちゃ保護者の方と少しは
コミュニケーションをとれて るのかなと思います。
現在、
この地区はだんじりなども活発に活動
していて、
様々な方とコミュニケーションをと
る機会があると思います。
私の子供も幼い頃か
らだんじりに参加し、
友達とだんじりを曳いて
いますし、
それによって保護者同士もコミュニ
ケーションをとれると思います。
地域の祭りや
触れ合 があることで、
私の子供が地域の人に
声をかけてもらえる うことは てもありがたいです。
もともと私が生まれた時から野寄は
温か 町で、
みんなが見守ってくれる温かな「
藤本さん 11月26日撮影
学校に行っていました。
夏休み明けからは子供た
ちに教育の場を返そうということになり、
避難所
は少しずつ小さくなっていきました。
二学期から
はほぼ全部明け渡しました。
その頃、
自分の店（
寺田商店）も少しずつ復旧し きたので、
店を開
けました。
その当時、
福祉センターは避難所とし
て指定されてなかったと思い す。
阪神淡路大露
災があってから、
福祉センターの大切さを実感し、
福祉センターができたように思います。
福祉セン
ターにはだんじりの時や会合があるときなどに顔を出しています。ーだんじりとのかかわりについて
教えてください子どもの頃、
野寄にはだんじりがなかったので
すが、
岡本の地域にはだんじりがあったので、
そ
っちについていく、
寄せてもらうような感じで祭
りに参加していました。
野寄にだんじりが来たの
は私が子供を持っ からでした。
私の子供はだん
じりが大好きで、
鳴り物をさせてもらったりして
います。
私は、
私の子供が小学校一
年生の時に、
まかないとしても参加するようになり、
毎年五月
の一二、
四、
五日と参加しています。
だんだん私た
ちも年を重ねてきているので
若い人たちに参加
して らえればと思います。村的な」所のようで、
おばちゃんやおじちゃんが、
「OOちゃん、
どこいくん？」といったように声
をかけてくれる。
そういうものが野寄には残った
ままで、
そういう意味でいい形の「村的な」地域
だと思いますし、
それの核となるのが祭りなのか
もしれ せん。
野寄から西岡本に地名が変わった時はどう思われましたか？
「野寄」から「西岡本」に地名、か変わったのは、私が高校生か大学生の時だったと思います
地名
が変わる前、
中学校や高校の頃は住所在言うのが
恥ずかしかったです。
普通はだいだい「OO町0
丁目：・」だと思います。
でも私の住所は「本山町
野寄字仏天垣」でし 。
中学校に入学して、
この
住所在言うと、
違う地域に住んでいた友達に「こ
れどこ？」って言われました。
小学校までは全員
ほとんど同じ住所で、
他には「仏天垣」で なく
「高井」「手崎」といった住所の人もいたので、
住
所が変だ 思つてなかったです。
でも、
中学の友
達はだいたい「OO町0丁目O番地O号」なので、「自分の住所漢字ばっかりやん」って思い、
変わっ
た住所って言われるのがすごくショックで、
それ
が恥ずかしいと思った記憶があります。
だから地
名が変わった時、
野寄っていう名前がなくなるこ
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とはショックでした。しかし、
それと同時に私
たちもやっと「OO町
0
丁目：・」っていう住所
になったっていう、うれしい気持ちもありました。ただ、
「西岡本」っていう名前は客観的に
場所がわかりやすくていいが、
私は「野寄
0
丁
目・：」でもよか たのではと思いま た。ー野寄のいいと乙ろ 何ですか？
野寄のいいところは、
やっぱり子供たちを自
然と見守ることができること、
だんじりや七夕
祭りにはたくさんの子どもが集まり参加するので顔を覚えることができて、
少しずつ親しくなっ
て話ができるといったように、
町ぐるみ村ぐる
みでみんなが見守っていけるところ 素敵だと思います。
取材日
二O一六年
一月二六日
編集
野上拓希
大正から平成、
野寄の歴史と私の記憶
懐かしい野寄
昔、
野寄近辺の人々は住吉川を利用して素麺
を作ったり、
御影石を採取して加工したり、
ま
た、
六甲山麓では数多くの水車が連なり、
それ
等を生業にしていた。後に、
海沿いでは酒造業
が発達し、
そういう産業にからんだ仕事が多か
ったので、
野寄は比較的恵まれた場所であった
と聞いている。今の西岡本コ一丁目付近には、
鉄
工所、
交番、
料理屋、
寿司屋、
理髪店、
路地に
入ると銭湯、
その先にはカフェが、
と活気に溢
れていた。夏には、
夜店が出るほどにぎやかだ
った。銭湯の帰りにカフェに寄る。カフェにはアップル水、
ミルクコーヒー、
サイダー、
かき
氷に色のついたシロップをかけて楽しんだ。夕方には道路に水を撒き
床凡台を持ち出して、
世間話をしたり、
花火を楽しんだりした。そん
な時聞が夜中まで続 。
高井史郎さん
（八O歳代）
私は、
昭和一一年生まれで物心つく五歳くらい
から戦争が始まり、
生活が大変厳しくなって、
こ
うした風景も段々と様変わりした。にぎやかだった店も減り、
密であった住民同士の交流も薄れ、
それまでは、
隣保で米を借りたり、
味噌を借りた
り、
そうした親密な日常生活の環境が崩壊してし
まった。戦災から逃れるために疎開をする人もあり、
生活模様の一変してしまった。子供の頃は、
「あの人はあそこに住んでい 人や。何処から嫁に来た人で、
ご主人は何処ヘ勤めておられて、
子
供は何人いるか。」みんな分かっていた。それ、かもう全く分からなくなっ 。にぎやかな場所であったのが、
年月が過ぎて今の姿になった。当時を
振り返る時
何故そんなににぎやかでだったのか、
子供であった私 はよく分からない かし
大
正から昭和の初期 、
野寄はそんな華やかなと
ころでもあった。
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